




















































































   一冊
三尊傳
　
二冊
このうち、『三尊傳』に関しては、 できなかった。また、蓋の裏には、この箱を作製した経緯が書かれてい
現住本院龍源霊樹代新添筥施主石濱村水野嘉兵衛憲正維時延享四年丁卯孟春吉旦
　
②長円寺本『伝光録』
　
『伝光録』五巻五冊の調査及び撮影。本書は、寛永十四年（一六三七）、暉堂宋恵が書写したものである
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長円寺本『伝光録』は、西尾市貝吹町・万灯山長円寺の史料であるが、現在は同寺史料が一括して、西尾市岩瀬文
庫に所蔵されている。なお、長円寺は、初代京都所司代板倉勝重家の菩提寺として、また最古の『正法眼蔵随聞記』写本を所蔵することでも有名である。　
この写本は、江戸初期のもので、現在知られる『伝光録』写本の中では、乾坤院本・龍門寺本・松山寺本に次いで
四番目に古い貴重な史料であ 系統としては、乾坤院本の影響が強いと考えられるが
（１）
、今回の史料調査で全編撮影
をすることができたので、改めて検討することを計画している。　
③長円寺所蔵史料
　
長円寺所蔵の史料に関しては、西尾市が行った調査報告書が刊行されている。
西尾市教育委員会事務局文化振興課編『板倉家菩提寺万灯山長圓寺文化財総合調査報告書』解説編、目録編上・下（二〇一五年三月）の三冊である。　
その目録により、事前 申請を行い以下の様な多くの貴重な史料を閲覧・撮影することができた。
　
長円寺本『正法眼蔵随聞記』・月舟和尚定規・永平寺瑞世関係史料・羅漢講式祭文・回向双紙関係史料（荒神諷経
回向・布薩回向・祈祷回向等 ・切紙関係史料（為亡者授戒法・嗣書焼却法・没後作僧儀式等） 　　
おわりに
　
以上のように、愛知県下の『伝光録』写本及び関連史料の調査を行った。
　
今後も、『伝光録』諸本の基礎データ備えた研究 となるべく継続した史料調査、収集事業を行う予定である。
註（１）田島毓堂「伝光録諸本本文の研究（三）――乾坤院本と長円寺の関係」、『印度学仏教学研究』第三六―一、昭和六十二年。
